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（仮称）青森市アリーナの設計に関するワークショップを開催

　昭和52年のあすなろ国体開催に伴い建築された青　昭和52年のあすなろ国体開催に伴い建築された青

森市民体育館は、老朽化が進み、建替えが必要な時森市民体育館は、老朽化が進み、建替えが必要な時

期に来ていますが、敷地が狭く、現在地への建替え期に来ていますが、敷地が狭く、現在地への建替え

が困難な状況にあります。また、平成10年の取得以が困難な状況にあります。また、平成10年の取得以

来22年間用途が決まっていなかった広い敷地を有す来22年間用途が決まっていなかった広い敷地を有す

る青森操車場跡地の利活用の検討課題などを踏まる青森操車場跡地の利活用の検討課題などを踏ま

え、スポーツのみならず多様な催事ができる交流・え、スポーツのみならず多様な催事ができる交流・

防災拠点として（仮称）青森市アリーナを整備する防災拠点として（仮称）青森市アリーナを整備する

ことにより、市民の健康づくりとスポーツ振興に加ことにより、市民の健康づくりとスポーツ振興に加

えて、交流人口の拡大及び広域避難拠点として整備えて、交流人口の拡大及び広域避難拠点として整備

を図ることなどを目的として、アリーナプロジェクを図ることなどを目的として、アリーナプロジェク

トを実施しています。トを実施しています。

　本事業は、設計・建設・維持管理・運営を事業者　本事業は、設計・建設・維持管理・運営を事業者

が一体的に行うもので、４月から設計業務に着手しが一体的に行うもので、４月から設計業務に着手し

ています。ています。

問地域スポーツ課（地域スポーツ課（☎☎017－718－1879）017－718－1879）

第一段階「みんなでつくろうワークショップ」応募方法第一段階「みんなでつくろうワークショップ」応募方法

◆応募資格　市内在学・在住の高校・大学・専門学生

　　　　　　（終日参加できるかた）

◆募集人数　30人（抽選※結果は５月中旬に通知）

◆応募期間　４月15日（木）～30日（金）17：00必着

◆応募方法　申込フォームまたは往復はがきに、

①住所、②氏名、③年齢、④電話番号、

⑤学校名、⑥メールアドレスを記載し、

応募してください。

◆申 込 先　〒030－0803 青森市安方２丁目２ー20

　　　　　　ブルーフォレスト21　２階

　　　　　　青森ひと創りサポート株式会社

　　　　　　（☎017－722－2720）

◆そ の 他　謝金・交通費・昼食等の

　　　　　　支給はありません。

　（仮称）青森市アリーナの象徴の１つであるメインアリーナとサブアリーナの間の広大な屋根付き空間に
ついて、将来にわたって市民から親しまれ、使いやすい施設とするため、次代を担う世代を対象に、若い世
代ならではの視点で施設の使い方を考え、設計者との相互理解を深めるワークショップを開催します。
　ぜひ、ご参加ください。

〇設計事務所の監修の下、巨大模型を製作します。

〇製作過程を実体験しながら、計画への理解を深め

ます。

〇完成した模型は、次回ワークショップ（６月20

日開催）で活用します。

みんなでつくろうワークショップ

実施日時　５月30日（日）９：00～16：00

会　　場　市役所本庁舎１階ロビー

〇第一段階のワークショップで製作した模型に、折

り紙や色紙などで、添景・色彩・着色等の表現を

加えます。

〇完成した模型を使い、設計者の隈研吾さんとの意

見交換を行います。完成した模型は６月下旬以

降、市内各所で展示する予定です。

※応募方法は、決まり次第本紙でお知らせします。

みんなで考えようワークショップ

実施日時　６月20日（日）９：00～16：00

会　　場　市役所本庁舎１階ロビー

第一段階
第二段階

▲申込フォーム▲申込フォーム
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ク
マ
の
出
没
に
ご
注
意
を

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、
本
来
お
と

な
し
い
動
物
で
す
が
、
予
期
せ
ず

人
に
出
遭
う
と
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ

し
、
攻
撃
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

何
よ
り
も
ク
マ
に
出
遭
わ
な
い

こ
と
が
重
要
で
す
。
山
菜
採
り
な

ど
で
入
山
の
際
は
、
事
前
に
新

聞
・
テ
レ
ビ
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
ク
マ
の
出
没
状
況
を
確
認

し
、
危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
人
里
に
ク
マ
が
出
没
し

な
い
よ
う
、
生
ご
み
等
は
屋
外
に

放
置
せ
ず
、
適
切
に
処
理
し
ま

し
ょ
う
。

問
環
境
政
策
課

　
（
☎
017
―
718
―
０
２
９
３
）

　

浪
岡
振
興
部
市
民
課

　
（
☎
０
１
７
２
―
62
―
１
１
４
０
）

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
・
分
担
金
に
ご
理
解
を

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
生

活
環
境
が
改
善
さ
れ
、
整
備
さ
れ

て
い
な
い
区
域
に
比
べ
て
土
地
の

利
用
価
値
に
差
が
生
じ
ま
す
。
こ

う
し
た
利
益
を
受
け
る
か
た
（
受

益
者
）
に
、
下
水
道
建
設
費
の
一

部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
の
が

「
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
制
度
」

で
、
下
水
道
整
備
の
貴
重
な
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。
負
担
金
・
分

担
金
の
額
は
、
土
地
の
面
積
に
応

じ
て
算
出
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
区
域
に
土
地
を
所
有
し
て

い
る
か
た
に
は
、
５
月
上
旬
に
受

益
者
確
定
の
た
め
の
書
類
を
送
付

し
ま
す
。

◆
令
和
３
年
度
賦
課
対
象
区
域

・
負
担
金
（
次
の
区
域
の
一
部
）

大
字
新
城
字
平
岡
／
大
字
新
城

字
福
田
／
大
字
石
江
字
江
渡
／

大
字
羽
白
字
沢
田
／
大
字
三
内

字
丸
山
／
大
字
三
内
字
沢
部
／

問
屋
町
二
丁
目
／
三
好
二
丁
目

／
大
字
野
内
字
菊
川
／
大
字
筒

井
字
八
ツ
橋

・
分
担
金
（
次
の
区
域
の
一
部
）

大
字
吉
内
字
東
留
岡
／
大
字
高

屋
敷
字
安
田

問
下
水
道
管
理
課

　
（
☎
017
―
718
―
１
１
９
１
）

　

浪
岡
振
興
部
上
下
水
道
課

　
（
☎
０
１
７
２
―
62
―
１
１
５
９
）

宅
地
内
の
水
道
管

　

漏
水
調
査
に
ご
協
力
を

　

４
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
水

道
部
か
ら
委
託
を
受
け
た
調
査
員

（
「
漏
水
調
査
員
」
の
腕
章
着
用
）

が
漏
水
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
箇
所
は
、
道
路
に
埋
設
さ

れ
て
い
る
水
道
管
か
ら
各
家
庭
の

敷
地
の
メ
ー
タ
ー
ま
で
で
す
。

　

調
査
は
宅
地
の
中
に
入
っ
て
行

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
水
道
部
施
設
課

　
（
☎
017
―
777
―
４
２
５
５
）

広
告
入
り
公
用
共
通
封
筒

の
無
償
提
供
者
を
募
集

　

広
告
を
募
集
・
掲
載
し
た
封
筒

を
作
製
し
、
市
に
無
償
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

封
筒
は
、
各
種
文
書
の
発
送
な

ど
公
用
共
通
封
筒
と
し
て
使
用
し

ま
す
。
封
筒
規
格
や
応
募
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
▽

　

４
月
15
日（
木
）～
30
日（
金
）

問
会
計
課

　
（
☎
017
―
734
―
５
６
０
６
）

小野寺あきひこの

市 長 コ ラ ム

掲載の内容は、３月22日時点の情報をもとに作成しています。イベント等は中止・延期・変更となる場合が
ありますので、最新情報は、各お問合せ先にご確認ください。

　子どもたちを応援する話題が続いた

１週間をご紹介します。

　３月20日は、令和２年度青森市子ど

も会議オンライン活動報告会。「ラセ

ラ！あおもりトラベラーズ」グループと

「News Sushika」グループが青森市

の魅力をギュッとまとめたPR動画を作

成、女優さん顔負けの名演技を披露して

くれました。作品はYouTubeの青森市

公式チャンネルでご覧いただけます。

　３月21日は、「青森こども宅食おすそ

わけ便」開始セレモニーへ。市内９か所

でお子さまがいる世帯を対象に、牛丼弁

当のおすそわけやフードパントリー（好

きな食品を選んでの持ち帰り）を実施。

株式会社北日本吉野家様と青森県社会福

祉協議会との協定に立ち合わせていただ

きました。

　３月25日、あおもりICT活用教材開発

コンテスト市長表彰式。計152点もの応

募があり、「ジャムボードを活用した俳

句作り」に取り組んだ新城小学校の北澤

聡野先生と「力の大きさとばねの伸び」

の授業に自作プログラムを活用した東中

学校の三上敏彦先生に最優秀賞を授与。

青森市の先生方の底力を実感しました。

　これからも、青森市の未来を担う子ど

もたちをサポートしていきます。
３月20日、子ども会議オンライン活動報告
会。横山結菜さんから活動報告書を受け取り
ました。
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